
森林 CO₂ 吸収・評価・認証の取組について 
～環境先進企業等の参加による間伐等促進の仕組みが決定～ 
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契約の締結●森林整備の資金、労力の提供
●企業のＰＲ、従業員の福利厚生
　のための森林活動

環境先進企業等

●企業との交流やＰＲの場の提供
●森林整備の実施
●ＮＰＯ等との協働の仕組みづくり

地　　域

　仲人（長野県）

●森林整備
●地域住民との交流
●企業ＰＲ

【新たな取組】
◎間伐等の実績を
　委員会を開催して審査
◎CO₂吸収量で
　　　　評価・認証
◎県ＨＰに掲載

【主な業務】
●環境貢献等に熱心な企業の
　 掘り起こし
●事業の説明、勧誘
●企業側の要望の聞取り
　（実施地域、活動内容、支援額等）
●森林整備等の相談
　 コーディネート
●地域や活動内容提案

【主な業務】
●森林整備に意欲のある地域の
　 掘り起こし
●事業の説明
●企業側の要望説明
　 受入れ態勢調整
　（実施地域、活動内容、支援額等）
●森林整備等の相談
　コーディネート
●地域や活動内容提案

斡旋・支援斡旋・情報提供

    

 
里親企業等 県 委員会

②認証申請

③調査（指定調査機関）

④審査

⑤証書の発行

地域

①里親事業の契約
　 施業の実施

 
    目   的 

  森林（もり）の里親促進事業にご協力いただいている環境先進企業等の取組をCO₂ 吸収量

で評価・認証（ＣＳＲ活動を数値化）することで間伐等を促進します。 

 

   取組内容と効果 

評価・認証を希望する企業等について、間伐等の実施地を調査し、委員会（森林づくり県

民税活用事業）で審査の上、県が認証書を交付します。これにより、企業等は、ＣＳＲ報告

書への記載やＰＲが可能となり、企業等のイメージ向上につながることから、結果として森

林（もり）の里親促進事業への参画が増え、間伐等の加速化が期待できます。 

 

 

仕組みの概要 
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   委員会（長野県の森林CO₂ 吸収評価認証委員会）の概要 

委員会は、CO₂ 吸収の評価等の制度設計や認証のための審査等を     

実施します。 

委員長     小林 紀之（日本大学大学院法務研究科 教授） 

副委員長  小林  元（信州大学農学部 准教授） 

委員     林  和弘（飯伊森林組合 代表理事組合長） 

       片倉 正行（長野県林業総合センター 所長） 

       大塚 孝一（長野県環境保全研究所 自然環境部長） 

 

   評価方法 

   京都議定書のルールに準じて、長野県における間伐等がもたらすCO₂ 吸収効果を評価します。 

   １ 対象森林  森林の里親促進事業等により間伐等を実施した森林 

   ２ 算出式  

     森林による二酸化炭素吸収量（ton-CO₂ ／年） 

＝森林面積×蓄積増分×拡大係数×容積密度×炭素含有率×二酸化炭素換算係数 

注） １ 蓄積増分 ； 一定期間内における蓄積量の増分で幹材積の成長量（県民有林林分材積表）により算出 

２ 拡大係数 ； 幹材積の成長量に枝や根の成長量を加算補正するための係数 

３ 容積密度 ； 成長量（材積）をバイオマス（乾燥重量）に換算するための係数 

４ 炭素含有率 ； 樹木の乾燥重量に占める炭素の比率 

５ 二酸化炭素換算係数 ； 炭素量を二酸化炭素量に換算するための係数 

 

   （例） カラマツ林の場合の評価             （単位：t-CO₂ /年・ha） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   今後のスケジュール 

・10月 31日…部局長会議で報告 

・10月 31日…東京都職員を招いて市街地緑化の庁内研修会 

・11月中  …長野県における市街地緑化の課題の整理 

（委員会メンバーに個別に相談） 

・１月～２月…認証のための現地調査（南相木村、池田町） 

・３月上旬 …委員会開催 

（今後に向けての課題等整理、市街地緑化提言） 

・３月中下旬…認証と公表 

 

 

 

認証書のイメージ 

森林CO2
吸収量認証書

平成○○年度における森林のＣＯ2吸収量は以下のとおりです。

CO2吸収量

　　　　　ｔ-CO2

　　平成　年　月　日

　　長野県知事　　村井　仁

認証 N o . H 20-○○

本証書によるＣＯ2吸収量の算出方法、及び認証書の取扱については裏面記載のとおりです。

林齢 地位級Ⅰ 地位級Ⅱ 地位級Ⅲ 地位級Ⅳ 地位級Ⅴ
25 14.5 12.1 9.6 7.7 5.5
30 12.1 9.9 8.1 6.3 4.6
35 9.6 7.9 6.3 5.2 3.7
40 7.7 6.3 5.2 4.1 3.0
45 5.9 5.2 3.9 3.3 2.4
50 4.8 3.9 3.3 2.6 1.9
55 3.9 3.0 2.6 1.9 1.3
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